
 

 

      

 

いよいよ３月です。 
校長 向井 一郎 

子供たちが次の学年、学校に進む日が近づいてきました。６年生については、今から６年前の新型コロ
ナ感染症対応下での入学式を思い出します。その翌日から２か月間休校となりました。それから、いろい
ろな体験をして、いよいよ卒業です。感慨深いです。全校児童にとって思い出に残る３月にしていきたい
と思います。 
平和について考える３月 
本校では毎年３月に『平和集会』を行っています。６年前、現６年生が１年生だった時には、東京大空

襲について詳しく知ってほしいと、本所地区を歩いてビデオを作成しました。亀戸天神近くの天神橋の公
衆便所に逃げ込んで助かった話や、横川小学校付近の防火水槽に身を沈めて炎を避けた証言などを紹介し
ました。しかし、当時の１年生には恐怖の印象が強く残ってしまったという声もあり、翌年からは別の角
度から空襲を捉えるようにしました。 
そこで取り上げたのが、押上にある『飛木稲荷神社のイチョウの木』です。空襲の際、樹木の水分が炎

を防ぎ、逃げ込んだ人々を守ったという逸話が残っています。実際に訪ねると、今も幹に火災の痕跡が残
っています。地域の中に“平和を語る生き証人”があることを知るのは、子供たちにとって大きな学びで
した。 
その後は、子供たちが自分たちの生活と比べながら想像を広げられるよう、『学童疎開』をテーマに学習

を進めました。茨城県大子町に本校の前身である第一吾嬬国民学校の子供たちが疎開していたことを知
り、当時の宿舎となったお宅を訪問し、写真をお借りしたり、写真に写っていた当時の６年生（現在荒川
区在住）を訪ねてお話を伺ったりもしました。給食では疎開当時の食事の再現も行いました。昨年度は、
当時の６年生だった方のご自宅（川崎市）を訪ね、証言の映像を全校で視聴しました。 
私自身、両親が昭和 20年 5 月の山手空襲を生き抜いた経験を持つため、幼い頃から戦争の話を聞いて育

ちました。教師になってからは、『過去を学び、未来に生かすことの大切さ』を子供たちに伝えたいという
思いがより一層強くなりました。 
しかし、時代が進むにつれ、身近に戦争を語れる人は少なくなっていきます。だからこそ、小学校時代

に戦争について考える機会を何度も設ける必要があるのです。 
本当は機会があれば、世界のホームラン王である王貞治さんのことも子供たちに紹介したいと思ってい

ました。王さんが４歳だった昭和 20 年 3月 10 日に現在の「八広はなみずき通り」沿いにあったご実家
（中華五十番）から焼夷弾が降る中、母に背負われ、12 歳のお姉さんと荒川方面へ逃げたのです。ご実家
は焼失し、猛火に包まれながら旧中川方面に逃げる方向を変え、ようやく平井橋のたもとで一夜を明か
し、助かったのです。我々世代のヒーローだった王選手が実はあの夜にこんな体験をされていたのです。
他にも何度も映画化された「日本のいちばん長い日」などを書かれた作家の半藤一利さんも 14 歳だった当
時、王さんのご近所に住んでおり、やはり火の海の中を旧中川方向に逃げ、ようやく平井橋の上までつい
たものの、前にも後ろにも戻れないような人の数に逃げ場を失い、橋の上から川の上の船をめがけて飛び
降りたというのです。川には炎を逃れ飛び込んだ人々がたくさんおぼれ、その人たちを助けるためにたく
さんの船が浮かんでいました。満員の船の上から半藤さんは川に落ち、真っ暗な水の中であきらめかけた
時に他の船に引き上げられて助かったのです。この学校から歩いていくとすぐ近くに平井橋はあり、今は
水鳥が泳ぐのんびりとした水辺ですが、81 年前の 3月の夜の出来事を忘れてはいけないと思います。 
今年度、3月 17 日には、日本各地の空襲の話に触れた後、昨年度のノーベル平和賞を受賞された「日本

被団協」の墨田支部である「墨田折鶴会」の湊会長においでいただき、広島の原爆についてご自身の体験
を中心にして話をしていただけることになっています。以前、４年生にお話をしてもらい良い学習ができ
ました。毎年夏に区役所でもご講演をしてくださっている方です。全学年の子供たちが理解できるよう
に、準備をいろいろ進めてくださっています。良い時間になるようにしたいと思います。 
平和の学びは、学校だけで完結するものではありません。ぜひご家庭でも、年齢に応じた形で声をかけ

ていただければありがたいです。戦争を扱った絵本や映画を見る。地域の史跡を歩いてみる。どれも平和
について考えるきっかけになります。墨田区が舞台となった海老名香葉子さんの『うしろの正面だあれ』、
高田敏子さんの『ガラスのうさぎ』は、どちらも子供たちの心に響く作品です。こうした物語をきっかけ
として、親子で“平和”について語り合う時間が生まれればと思います。 
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３月　月間予定表

1 2 3 4 5 6

1（日）

2（月） ○ 朝会 B 5 5 5 6 6 6

3（火） ○ 学習 B 5 6 6 6 6 6

4（水） ○ 読書 4 4 4 4 4 4

5（木） ○ 学習 B 5 5 6 6 6 6

6（金） ○ 学習 4 4 4 4 4 6

7（土）

8（日）

9（月） ○ 朝会 5 5 5 6 6 6

10（火） ○ 学習 5 6 6 6 6 6

11（水） ○ 読書 5 5 5 5 5 5

12（木） ○ 学習 5 5 6 6 6 6

13（金） ○ 学習 5 5 6 6 6 6

14（土）

15（日）

16（月） ○ 朝会 5 5 5 6 6 6

17（火） ○ 学習 5 6 6 6 6 6

18（水） ○ 読書 5 5 5 5 6 5

19（木） ○ 学習 4 4 4 4 6 6

20（金）

21（土）

22（日）

23（月） 0 0 0 0 3 3

24（火） 学習 4 4 4 4 4 0

25（水） 朝会 4 4 4 4 4 0

26（木）

27（金）

28（土）

29（日）

30（月）

31（火）

各学年時数
行　　　　事給食 朝活動B時程

地域清掃（６）

安全指導

墨田区小学校教育研究会　図書ボランティア読み聞かせ

　

卒業を感謝する会（６）

PTA・元気ひろばもちつき

　

すみだいじめ防止の日

お別れ遠足(な)

平和集会

卒業証書授与式準備（5）　

卒業証書授与式予行（5・6）　食育の日

春分の日

卒業証書授与式（６）

4時間授業（給食なし）

修了式（１～５）

春季休業日始

今月の生活目標 

学年の最後をしめくくろう 

 


